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2019 年 11 月 27 日  

 

消費増税の影響に関する調査について 

 

株式 会社  鹿  児  島  銀  行 

株式 会社  九 州 経 済 研 究 所 

 

[  調査 の概 要  ]  

調 査 目 的   
 
 

調 査 時 期   
調 査 対 象   
調 査 方 法   
回 答 数   
回 答 者 属 性   

 

消 費 増 税 が県 民 の家 計 にどのような影 響 を与 えたか、県 民 が消 費 増 税
にどのように対応するか調 査することで、卸 ・小売 事 業者や金融 業などの
事業 活動などに利用してもらう。  
2019 年 1 0 月下 旬  
鹿児 島銀 行の県 内本 支 店窓 口来 店 者  
回答 者本 人が記 入 （無 記名 式 ）  
有効 回答 数  72 7 人  
【 性 別 】  男性  39 .8％   女 性  5 9.9％   不 明 0 .3％  
【年 齢 別 】  1 0 代  1 .7％   2 0 代  21.0％  3 0 代  21 .9％   

40 代  20 .9％  5 0 代  2 0 .9％  6 0 代  9 .0％   
70 代以 上  4.4％  不明  0.2％  

 

【調査結果のポイント】  

①  消費 増税の家 計への影響 を尋ねたところ、「大いにある」「ややある」の合計は 69 .2％

と、前 回調 査 （2 01 4 年 4 月 調査、89 .3％）より 20 .1 ポイント減少した。  

②  「 軽 減 税 率 制 度 」 お よ び 「 キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 に よ る ポ イ ン ト 還 元 事 業 」

の理 解度 は 前者 が 73 .6％、 後 者 が 67 .3％と いず れ も 約 7 割 に上 っ た。  

③  「キ ャッ シ ュレ ス 決済 によ る ポイ ン ト 還元 事業 」に つ いて 、「 積 極的 に 利用

して い る 」「 と きど き 利用 し てい る 」の 合計 は 51.8％、「 あま り 利用 し てい

ない 」「 全く 利 用し て いな い 」の 合 計 は 48 .2％ とほ ぼ 半々 の 結果 と なっ た 。

主な 決済 手 段は「 ク レジ ット カ ード 」が 79.7％と 突出 し てお り 、以 下「 QR

コー ド決 済 」（ 44 .5％ ）、「 流 通系 電子 マ ネー 」（ 26.1％）など が続 い た（ 複 数

回答 ）。  
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１ .消 費増 税 の家 計へ の 影響  

2019 年 1 0 月に 消 費税 率 が 8％ か ら 10％に 引き 上 げら れ た。消費 増税 が 家計 に

与え る影 響 につ い て尋 ねた と ころ 、「や やあ る 」が 最も 多 く 51 .2％だ った（ 図 表

1）。以 下 、「 あま りな い 」（ 25 .1％）、「 大 い にあ る 」（ 18.0％）、「 わ から ない 」（ 4 .2％）、

「 全 く な い 」（ 1 .5％ ） の 順 と な っ た 。「 大 い に あ る 」「 や や あ る 」 を 合 計 す る と

69.2％と 、前 回 調査（ 1 4 年 4 月 、以下 前回 ）の 89.3％か ら 20.1 ポイ ン ト減 少 し

た。 一方 、「 全く ない 」「あ ま りな い 」 の合 計は 26 .6％と 前 回（ 10 .6％） か ら 16

ポイ ント 増 加し 、 消費 増税 の 家計 へ の 影響 は前 回 増税 時 を下 回っ た 。  

 

２ .消 費増 税 への 対応  

消費 増税 へ の対 応 とし ては「 何も し て いな い 」が 64 .2％ で最 多 とな り 、「 支 出

を減 らす 」の 32.5％を 大幅 に上 回 った（ 図 表 2）。以 下、「収 入 を増 やす 」（ 0 .9％ ）、

その 他（ 3 .4％ ）の 順と な った 。前回 で は「何 も して い ない 」とし た割 合 が 52 .0％ 、

「 支 出 を 減 ら す 」 は 47 .3％ だ っ た 。 今 回 は 政 府 の キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 に よ る ポ

イ ン ト 還元 や 軽 減 税 率 の 導 入な ど 経 済 対 策 の 効果 が 一 定 程 度 表 れ てい る 。 半 面 、

「支 出は こ れ以 上 減ら せな い 」「 何 もで きな い」 と いっ た 意見 もみ ら れる 。  

また 、「 支出 を減 ら す 」を 選 択し た場 合 の品 目と し て「 外 食 」が 55.0％で 最も

多く 、次 いで「 衣服・履 物 」（ 53 .3％ ）、「食 料品 」（ 43 .3％）、「 娯楽・教 養費 」（ 37 .9％ ）

な どが 続 い た （図 表 3）。 前 回 と 比 べる と 、「水 道 ・ 光 熱 費 」「 娯 楽 ・ 教養 費 」 や

軽 減 税 率対 象 の 「 食 料 品 」 など は 減 ら す 割 合 が大 き く 減 少 し た 一 方 、「外 食 」 は

増加 した 。  

 

３ .軽 減税 率 制度 およ び キャ ッシ ュ レス 決済 によ る ポイ ン ト還 元事 業 につ い て  

政府 は消 費 増税 と 同時 に 、外 食 と酒 類 を除 く飲 食 料品 な どの 税率 を 8％ に 据 え

置く「 軽 減税 率制 度」を 今 回 初め て 導 入し た。導入 前は 制 度内 容 が複 雑で 分 かり

にく いと い われ て いた ため 、同 制度 に つ いて どの 程 度理 解 して いる か 尋ね た と こ

ろ、「 よ く 理 解 し て い る」「 お お よ そ 理 解 し て い る 」 の 合 計は 73 .6％ と なり 、 理

解は 進ん で いる （ 図 表 4）。  

また 、景気 対 策の 一環 と して 中 小企 業 を対 象に し た「キ ャッ シ ュレ ス 決済 に よ

るポ イン ト 還元 事 業」 を 20 年 6 月末 ま で実 施し て いる 。 同事 業に つ いて ど の 程

度理 解し て いる か 尋ね たと こ ろ、「 よく 理解 して い る 」「 おお よ そ理 解し て いる 」

の 合 計 は 67 .3％ と な り 、 軽 減 税 率 制 度 と 同 様 に 理 解 は 進 ん で い る と い え る （ 図
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表 5）。  

ポイ ント 還 元事 業 の利 用状 況 を尋 ね た とこ ろ 、「積 極的 に 利用 して い る 」「 と き

ど き 利 用 し て い る 」 の 合 計は 51 .8％、「 あ ま り 利 用 し て い な い」「 全 く 利 用 し て

いな い」 の 合計 は 48 .2％ とほ ぼ半 々 の 結果 とな っ た（ 図表 6 -1）。地 域別 で み る

と、鹿 児島 市は 利 用割 合 が全 体 平 均 よ り高 く 、鹿 児島 市 以外（ 本土 ）や離 島 と 地

域差 がみ ら れた （ 図表 6 -2）。年 代 別に みる と、 2 0～ 4 0 代の 利用 割 合が 全体 平 均

より 高く 、年 代が 上が る につ れて 利 用 割 合が 低く な る傾 向 がみ られ た（図 表 6 -3）。 

「 積 極 的に 利 用 し て い る 」「 と きど き 利 用 し て いる 」 と 回 答 し た 方 に 、い つ か

らキ ャッ シ ュレ ス 決済 を使 い 始め た か 尋ね たと こ ろ 、「 1 0 月 1 日よ り 以前 か ら」

が 70 .7％ に上 った （ 図表 7 -1）。一 方 、「 10 月 1 日以 降 」は 29 .3％と なり 、 年 代

別で は特 に 5 0～ 6 0 代の 割 合が 多か っ た（図 表 7 -2）。今 後 もポ イ ント 還元 事 業 を

きっ かけ に 、中 高 年層 でキ ャ ッシ ュ レ ス決 済の 普 及が 進 むこ とが 見 込ま れ る 。  

キ ャ ッ シュ レ ス 決 済 を は じ め た理 由 は 、「 ポ イ ント が 貯 ま る ・ 使 え る から 」 が

69.7％ と 最 も 多 か っ た （ 図表 8）。 以 下 、「 支 払 い が ス ム ー ズ だ か ら」（ 55 .8％）、

「キ ャン ペ ーン や 割引 など の 特典 が あ るか ら 」（ 30 .0％） な どが 続い た 。  

ポイ ント 還 元事 業 の 主 な決 済 手段 は 、「 クレ ジッ ト カー ド」が 79 .7％と 突 出し

てい る（ 図 表 9）。以 下 、「 QR コ ード 決済 」（ 44 .5％ ）、「 流通 系電 子 マネ ー 」（ 26 .1％）

など が続 い た。  

ポイ ント 還 元事 業 の主 な利 用 場所 は 、「 コン ビニ エ ンス ス トア」が 72 .6％ と最

も 多か っ た （ 図表 1 0）。 以 下 、「 シ ョ ッ ピ ング セ ン タ ー 」（ 47 .5％ ）、「 ス ーパ ー 」

（ 43 .5％ ）など が続 い た 。比 較 的来 店頻 度の 高い 店 で使 わ れて おり 、キ ャッ シ ュ

レス を日 常 の買 い 物で 積極 的 に利 用 し てい るこ と がう か がえ る。  

ポイ ント 還 元事 業 を利 用し て 購 入 し た（し た い）モ ノ・サ ービ スは 、「 食料 品 」

が 66.3％と 最も 多 く、次 いで「 日用 品 」（ 57.8％）、「衣 服・履 物 」（ 35 .8％ ）な ど

が続 いた （ 図 表 11）。  

 

 

以  上  

【本件に関するお問い合わせ】  ㈱九州経済研究所（℡  099-225-7491）  
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図表 1 消費増税の家計への影響  

【前回調査（2014年4月）】 【今回調査】

大いにあ

る36.3％

ややある

53.0％

あまりない

10.4％

全くない

0.2％

わからない

0.2％

「大いにある」「ややある」を

合計すると89.3％

大いにあ

る18.0％

ややある

51.2％

あまりない

25.1％

全くない

1.5％

わからない

4.2％

「大いにある」「ややある」を

合計すると69.2％になり、

影響は前回調査より小さい

 

図表 2 消費増税への対応  

注）複数回答

64.2

32.5

0.9

3.4

52.0 

47.3 

1.4 

0.8 

0 20 40 60 80

何もしていない

支出を減らす

収入を増やす

その他

今回調査

前回調査（2014年4月）

（％）

 

 

図表 3 支出を減らすとした品目  

注）複数回答

外食 衣服・履物 食料品 娯楽・教養費 水道・光熱費 小遣い 通信関係 交通費 その他

今回調査 55.0 53.3 43.3 37.9 18.3 15.8 15.0 7.9 1.7

前回調査（2014年4月） 48.5 58.3 56.6 49.2 33.0 21.0 16.2 9.4 0.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

（％）

 

資料  
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図表 4 「軽減税率制度」の理解度   図表 5 「キャッシュレス決済による  

ポイント還元事業」の理解度  

よく理解して

いる
8.0%

おおよそ理解

している
65.6%

聞いたことは

あるがあまり

知らない

24.2%

全く知らない
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よく理解して
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おおよそ理解

している
59.2%

聞いたことは

あるがあまり

知らない

30.5%

全く知らない
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67.3%73.6%

 

図表 6-1 ポイント還元事業の利用状況  図表 6-2 ポイント還元事業の利用状況

（地域別）  

 

図表 6-3 ポイント還元事業の利用状況（年代別）  
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12.1 

23.6 
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26.4 
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14.1 

26.0 
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図表 7-1 キャッシュレス決済を使い始めた時期   図表 7-2 年代別  

 

 

 

図表 8 キャッシュレス決済をはじめた理由  

注）複数回答

69.7 

55.8 

30.0 

25.5 

11.8 

7.6 

0.8 

0 20 40 60 80

ポイントが貯まる・使えるから

支払いがスムーズだから

キャンペーンや割引などの特典があるから

「キャッシュレス決済によるポイント還元事業」があるから

キャッシュレス決済が使える場所が増えたから

お金の管理がしやすいから

その他

（％）

 

 

図表 9 ポイント還元事業の主な決済手段  

注）複数回答

79.7 

44.5 

26.1 

16.6 

16.3 

1.3 

0 20 40 60 80 100

クレジットカード

ＱＲコード決済（LINE Pay、PayPay、Payどん等）

流通系電子マネー（nanaco、WAON等）

デビットカード

交通系電子マネー（SUGOCA、Suica等）

その他

（％）

 

 

注 ）「 キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 に よ る ポ イ ン ト 還 元 事 業 」 を 「 積 極 的 に 利 用 し て い る 」「 と き ど き 利 用 し て い る 」 と 選 択 し た 人 の み 回 答  
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全体

10代
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30代

40代

50代

60代

70代以上

１０月１日より以前から １０月１日以降



7 

 

図表 10 ポイント還元事業の主な利用場所  

注）複数回答

72.6 

47.5 

43.5 

37.2 

26.4 

25.6 

14.5 

14.5 

12.1 

10.0 

7.4 

0.8 

0 20 40 60 80

コンビニエンスストア

ショッピングセンター

スーパー

インターネット通販

ガソリンスタンド

飲食店

家電量販店

衣料品店

薬局

ホテル・旅館

理容・美容

その他

（％）

 

 

図表 11 ポイント還元事業を利用して購入した（したい）モノ・サービス  

注）複数回答

66.3 

57.8 

35.8 

33.7 

28.1 

22.2 

13.4 

12.6 

10.2 

9.1 

2.1 

0 20 40 60 80

食料品

日用品

衣服・履物

家電製品

外食

旅行宿泊費

理容・美容

娯楽・教養費

書籍等購入費

自動車装備品（タイヤ、ナビなど）

その他

（％）

 

 

 


